
災害－2号

平成　２２年　　５月　２７日 　　１１時　００分頃

小下沢小屋 班 名 も の 作 り
班

安藤　幸彦 性 別 男 ・ 女 年 齢 　　６４歳 入会年数 　　年　８ヶ月

木材加工 使用道具

右手中指

カンナで爪の一部と皮膚及び肉部を損傷

◆災害発生状況

木工製作中に電動カンナで木工部品を削っている際、木工部品を後ろから、

手で押さえながら押していた。

部品を最後までカンナを掛けていた時、手を離すタイミングが遅くなり、

木工部品を最後まで押していた右手中指が電動カンナに触れた。

◆災害発生原因 器具の扱い方の習得が不十分であった。

巾３０ｍｍ、高さ４０ｍｍ、長さ８００ｍｍのＬ字の材をを削っていた。

30

・小さい材なので最後の部分を、手（右手中指）で押してしまい、

オレンジ色の止め具の先に指が入ってしまった。

・材のカンナの掛け具合のみに気をとられていた。

器具の扱い方の習熟

・小さい材の場合は最後の部分のカンナがけにはを他の材で当木して押す。

・材と機械の状態のみに気を取られず、人間と機械の間合いを考慮する。

ﾘｰﾀﾞｰ名 石 井 倫 行 報告者名

※災害（事故）報告は些細な怪我も出来るだけ報告してください。事故再発防止に役立ちます。

平成22年5月31日

作 業 種 別

災害発生日時

災害発生場所

被災者の氏名

電動カンナ（固定式）

安藤　幸彦

◆災害再発防止対策

災 害 報 告 書

怪我の部位及び状態
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　　　カンナを掛けの方向

右手中指 

日本山岳会　高尾の森づくりの会


